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静岡県の
新型コロナウイルス感染症者

発生・入院等の状況
（2022年11月1日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課



静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況《11/１時点》
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静岡県の第６波以降　これまでの全体像（1/1～11/1）
1～3月 オミクロンBA.1の波 4～6月 オミクロンBA.2の波 　　7月～　オミクロンBA.5の波

8月24日
過去Max
１１８５.２

8月24日
過去Max
４３,１４０
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8月24日
過去Max
７,９６９

2月10日
第６波Max

３３３.７

2月10日
第６波Max
１２,１４７

底１
700人/日

底２
400人/日

底３
200人/日

底４
700人/日



静岡県の新型コロナ新規感染者数と簡易実効再生産数（1/10～11/1）

（人）（人）

国立感染症研究所の報告に基づき、簡易実効再生産数を直近7日間の新規感染者数/（世代時間）日前7日間の新規感染者数とし、世代時間をオミクロン株で2日間として計算した
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• 実効再生産数は、10月21日以降は１未満に再度
下降したが、28日以降１以上で、31日は１.０７



静岡県 コロナ受入病院 入院患者重症度別推移(1/1～11/1)

183
122

27
1,2.1%

27.9%
657/2
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2月20日
Max 445人
Max 68.1%

6月27日
Min 24人
Min 3.9%

• 入院患者数は、８月下旬以降減少して
いたが、10月は150人前後で横ばい

• 入院患者の７割近くが軽症者

2月4，5日
Max 7人

Max 16.7%

8月6日
Max 84.7%

8月9日
Max 800人

33

8月14日
Max 14人
Max31.8%



静岡県 コロナ後方支援病院等 回復患者入院推移(1/10～10/31)

336

50.9%

171

P6

（１０８医療機関）
感染期を過ぎたコロナ回復患
者を受入れる後方支援病院
の病床使用率は、８月後半
以降上昇し、9月12日以降は
５０％台となった。

489



静岡県 無料検査の検査件数と陽性率(2021.12/24～2022.10/23)

（抗原定量検査を含む）

P7

•旅行支援事業開始の影響か、
10月中旬より検査件数が増加

•同時期から陽性率も低下した



静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（10/21～27）

全6,102人
（-521人)

（+-○○人, +-□%）
は前週との増減

政令市を含む全県 • ７０歳以上のみが増加

• １０歳代の割合が最も多
く１８％で、人数も横ばい

• ２０歳代以下は約４０％

• ３０歳代以下は約６０％

• ６０歳以上は１６％
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（-146人, -1%）

（-1人, +1%）

（-41人, +1%）

（+23人, +1%）

（-83人, -1%）
（-57人, +-0%）

（-175人, -2%）

（-41人, +-0%）



静岡県 年代別人口10万人あたり週感染者数（1/7～10/27)
政令市を含む全県
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（人/週/人口10万）

• 減少している年代がほとんどだが、１０歳
代は横ばい、７０歳以上は微増



オミクロン株全体の中でＢＡ.２が占める割合は、２月下旬より増加し始めて、５月上旬に
９０％台となり、５月末には１００％。一方６月中旬よりBA.５が検出され直近で９６～９９％。

静岡県 オミクロン株亜系統の推移 （1/14～10/20） 

166,221, 416,179,334,341,

政令市を含む全県

154,167,152,
検査
人数 71,270,187,92,

P1060, 81,137,139139,62, 40, 54, 54, 63,177,186,202,269, 101,155, 170,156,168,113,
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P12



系統トレンドの推移
静岡県と全国 オミクロン株亜系統の推移 （2022.6月～9月） 

（国立遺伝学研究所　黒川顕氏、井ノ上逸郎氏、新潟大　阿部貴志氏） P13



静岡県 地域別オミクロン株亜系統の推移 （2022.6月～9月） 

（国立遺伝学研究所　黒川顕氏、井ノ上逸郎氏、新潟大　阿部貴志氏）

系統トレンドの推移
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静岡県　ゲノム解析によるオミクロン株亜系統の状況 （2022.10月） 
政令市を除く県所管地域

• BA.4.1が１株ある
以外は全てBA.5の
亜系統で、他国で
優位になりつつあ
る亜系統は見つ
かっていない

• BF.5が約半数を占
め、最多

• 次がBA.5.2と
BA.5.2.1が同率
16％

• その次は、BA.5.1
が８％、BF.22（日
本固有の亜系統）
が６％

• その他は各１,２件
ずつ

全１２４株
❶

❷

❹

❺

❷

P15



・県の３回接種率を全国と比べると、60～64歳を除いて全国より高い（０.４～５.６ﾎﾟｲﾝﾄ高い）
・県の年代別３回接種率は、３０歳代以上はほとんど上昇していない

県と国 コロナワクチン２,３回目年代別接種率 （10/31時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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３回接種率
２回接種率

８４.０％

９７.３％
９６.７％

緑数字は静岡県の

９１.２％

８１.０％

７４.４％７０.７％６２.０％

５６.３％

政令市を含む全県

（％）

１８.３％

（+0.9%）

（+0.3%）

（+0.5%） （+0.3%） （+0.3%）

（+0.2%）

（+0.1%）

（+-0%）

（+0.2%）

（+-0%）

（+0.X%は前週からの増加）



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 ６０歳以上(6/13～10/31)

（回）

直近７日間で1日約1,400回接種
（先週は１日約1,700回）

（対象者約132.1万人）
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政令市を含む全県

9月20日より接種率の分母である県人
口が令和3年1月1日人口から令和4年1
月1日人口に変更されたため、9月19日
以前の接種率とは単純に比較できない。



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 １８～５９歳(6/13～10/31)

（回）

直近７日間で1日約5,900回接種
（先週は１日約5,100回）
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政令市を含む全県

9月20日より接種率の分母である県人
口が令和3年1月1日人口から令和4年1
月1日人口に変更されたため、9月19日
以前の接種率とは単純に比較できない。



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 全年代(6/13～10/31)

（回）

直近７日間で1日約7,600回接種
（先週は１日約7,000回）

P19

政令市を含む全県

9月20日より接種率の分母である県人
口が令和3年1月1日人口から令和4年1
月1日人口に変更されたため、9月19日
以前の接種率とは単純に比較できない。



県と国 コロナワクチン４回目年代別接種率 （11/1時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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政令市を含む全県

４回接種率
３回接種率

本県の60歳以上 ＝８３.０（％）

（+0.X%は前週からの増加）

（+2.3%）

（+0.7%）

（+1.5%）



県と国 オミクロン対応ワクチン年代別接種率 （11/1時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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政令市を含む全県• 県も全国もオミクロン対応２価ワクチ
ンで接種されているのは、ほとんどが
BA.1対応ワクチンで、本県ではまだ
BA.4/5対応ワクチンは少ない

• 県も全国もオミクロン対応２価ワクチ
ンの接種率は、５０歳代が高く14％前
後で、全年代では６％台（先週から約
２ﾎﾟｲﾝﾄ増加）



静岡県 コロナBA.5期 年代別感染者の中等症以上発生率等(10/1～10/31)
• 全体での中等症以上の発生率は約０.７％、中等症Ⅱ約０.４％、重症０.０４％

• ８０歳以上の感染者の約１１％は中等症以上、約６％は中等症Ⅱ以上

感染
者数 4,136人2,980人 1,816人 26,491人3,952人3,011人4,532人2,375人1,293人

人数（重症,中等症Ⅱ,中等症Ⅰ）

（1,3,2） （0,0,0） （0,1,0）
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0.46% 0% 0.02% 0.07% 0% 0.15% 0.23%

2.9% 11.3%感染者のうち中等症以上になる％

政令市を含む全県
（肺炎で酸素使用）

（肺炎だが酸素不要）

（人工呼吸等）

0.44% 0.72%

（0,0,2） （0,0,0） （0,3,3） （1,4,2） （2,1,5）（2,23,13）
（5,61,56）

（11,96,83）

1,312人1,081人



静岡県 コロナBA.5期 年代別感染者の入院率(10/1～10/31)
P23

政令市を含む全県

22人
16人
(73%)

13人
13人

(100%)

12人
11人
(92%)

17人
15人
(88%)

25人
25人

(100%)

32人
26人
(81%)

30人
23人
(77%)

242人
120人
(50%)

532人
343人
(64%)

入院者数
うち軽症者数

（入院者中の軽症者％）

•全年齢の感染者での入院率は２.０％で、そのうち６４％がコロナは軽症での入院。

•年代別の入院率では、１０歳代が最も低く０.３％、８０歳以上が最も高く２２.４％。

感染
者数 4,136人2,980人 1,816人 26,491人3,952人3,011人4,532人2,375人1,293人 1,312人1,081人

30人
22人
(73%)

110人
72人
(65%)



静岡県 コロナBA.5期の重症度別感染者の年代分布(10/1～10/31)
• 重症者11人中、80歳代以上5人、70歳代2人、60歳代2人、50歳代1人、0-4歳1人
• 70歳以上が、中等症者、中等症Ⅱ者、中等症Ⅰ者の約80％、重症者の約60％、入院者の約70％を占める

人数 83人96人179人11人 P24
政令市を含む全県

533人



静岡県 新型コロナ第３波～BA.５波の死亡者数(～10/31)
（人）

（人/日）
（％）

3,975人 3,603人 17,289人 94,945人

％

％

％
％

人/日

人/日

人/日

人/日

人

人
人

人

P2557,596人

2020.11.16～21.2.15
（92日間）

従来株主体

21.4.1～6.30
（91日間）

アルファ株主体

21.7.1～9.30
（92日間）

デルタ株主体

22.1.1～3.31
（90日間）

ｵﾐｸﾛﾝBA.1株主体

（91日間）
22.4.1～6.30

BA.2株主体

％

人
人/日

政令市を含む全県

22.7.1～9.30

BA.5株主体

313,739人

人/日

％

人

22.10.1～10.31時点
（92日間）感染

者数 26,491人
（31日間）

人
％

人/日



静岡市両替町の人流の状況 （10/30時点） 

まん延防止

P26

静岡市両替町の21時の人流
は、2021年7月1日を100として、
10月30日までの1週間は平均
122であり、台風の影響による
減少後、再増加が続く

医療ひっ迫警報 医療ひっ迫
注意報



静岡県　掛川駅,沼津駅,静岡駅,浜松駅,富士市吉原の人流の状況 （10/22時点） 

P27
まん延防止

• 静岡県内主要繁華街の２０～２２時
や２２～２４時の人流は、10月に入り
いったん減少して再増加している

医療ひっ迫警報 医療ひっ迫
注意報



静岡県コロナ受入病院の一般病床使用率の状況（1/23～10/27）

回答
病院数 34,34,36,37,35,37,37,

P28

41,

• 直近10月13日時点で、一般病床使用率が９０％以上の病院は、６病院１８％。

35,37,41,38,35,36, 31,34, 35,37,36, 41,33, 36,32,36,38,33,35, 33



静岡県　コロナ受入病院の休職者の状況（1/23～10/27）P29

回答
病院数

• コロナ感染及び濃厚接触による休
職医師・看護師の数は、７月以降急
増したが９月から減少。10月から再
増したが、27日時点は微減で94人。

• 同時点で休職者がいるのは、12病
院で、休職者数は1～17人、平均値
4人、中央値3人。

• 同時点で閉鎖中の一般病棟がある
病院はない。

（人）

35,37,35, 35,37,41,41, 38,34, 36, 37,34, 35, 37,37, 31,36,38,37,34,42,37, 37,33, 40,33, 3536,



静岡県 感染者・入院者数等とレベル分類の推移（1/1～10/31）

P30

左軸

右軸



静岡県 発令中 及び 今後発令の可能性がある　注意報・警報

       感染/医療

注意報/警報
感染再拡大 医療ひっ迫

注意報
10月21日～

発令中
10月1日～

発令中

警　報
１週間新規感染者数
の前週比1.5以上が
７日間続けば発令
（現在1.5以上はなし）

病床占有率５０％超or
そのおそれで発令P31



静岡県 第６・７波・今回の感染再拡大注意報発令後の状況（10/31時点）

感染再拡大注意報
発令中も、今のところ

警報には至らず



全国季節性インフルエンザと静岡県新型コロナBA.５との比較（9/30時点） 

ウイルス 季節性インフルエンザ※１
新型コロナ オミクロン株

BA.５亜系統※２

患者の年代 ６０歳未満 ６０歳以上 ６０歳未満 ６０歳以上

致死率 ０.０１％ ０.５５％

０.００４％
（10人/260,031人）

コロナが主たる死因

０.００１％
（3人/260,031人）

０.５９％
（315人/53,419人）

コロナが主たる死因

０.２９％
（156人/53,419人）

重症化率
（ICU/人工呼吸器）

０.０３％ ０.７９％ ０.０１％
（16人/260,031人）

０.０９％
（48人/53,419人）

※１；「2022年7月13日第90回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード　資料6」より　観察期間は、2017年9月～2020年8月
※２；静岡県健康福祉部感染症対策局調べ　観察期間は、全ての指標で2022年7月1日～9月30日 P33



オーストラリア（人口約2,600万人）　インフルエンザの流行状況（10/9時点） 
《週ごとに検査で確認された届出件数（2017～2022年）》

P34

• 2022年は10月9日までに検
査で確認されたインフルエン
ザ感染者は22万5,332人

• 2022年の立ち上がりが急な
のは、初期に検査が充分さ
れなかった可能性ありとの由

　・インフル流行２年間無し
　・コロナの検査を優先

• コロナとインフルの同時検査
可能なキットの普及にともな
い検査数が増加したとの由

• 急に減少した理由は、インフ
ルエンザワクチン無料接種を
拡大したためか

Australian Influenza Surveiｌ
lance Report No.14, 2022　と

Dr.Catherine Pendrey　の
Influenza Seazon, Australia 
2022 より



オーストラリア　インフルエンザ感染者の年齢、流行株（10/9時点） 
《年齢階級別・サブタイプ別　人口10万人あたりの検査で確認された届出数（2022年1月1日～10月9日）》
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• 年齢階級では、5-9歳＞5歳未満＞　　
10-14歳の順に感染者発生が多い

• インフルエンザはA型がほとんどで、サブ
タイプまで調べたものはA(H3N2)が多い

（Australian Influenza Surveiｌlance Report No.14, 2022より）



オーストラリア　インフルエンザ感染者の入院状況（10/9時点） 
《診断週ごとの監視病院に入院した人数（2017～2022年の４～10月）》

• 2022年は、10月9日までに
ンフルエンザによる入院は
監視病院全体で1,832件報
告されている

• 入院患者のうち55.8％が
15歳以下、16-64歳24.3％、
65歳以上19.9％

• 死亡者は308人で、感染者
の0.14％、死亡者の年齢
中央値は82歳（1～106歳）

P36（Australian Influenza Surveiｌlance Report No.14, 2022より）



オーストラリア　今季のインフルエンザ流行　まとめ（10/9時点） 
《”Australian Influenza Surveiｌlance Report No.14, 2022”のKey Messagesより》

P37

活動性 • 2022年の社会でのインフルエンザ様疾患（ILI）の発生は、　　　　　　　　　　　　　
６月のピーク以降低い。

重症度 • インフルエンザにより直接ICUに入院した患者数や死亡者数　　　　　　　　　
から見ると、今季のインフルエンザの臨床的な重症度は低い。

影響 • 休職者の割合や定点医療機関の入院患者数から見ると、今季のインフルエ
ンザの社会への影響は、低度から中等度である。

リスク集団 • 2022年の現在までは、5〜9歳、5歳未満そして10～19歳が最も高いインフル
エンザの届出率を示している。

ウイルス学

• 現在までに、検査で確認されたインフルエンザの届出の82.7％がインフルエ
ンザAであり、そのうち94.4％がインフルエンザA（サブタイプ検査なし）、
0.9％がインフルエンザA（H1N1）、4.7％がインフルエンザA（H3N2）。 インフ
ルエンザBは届出の0.2％を占め、0.1％未満はAとBの重複感染であり、
17.1％は型が分類されていない。

ワクチンと
の一致性と
ワクチンの

有効性

• これまでに検査された2,570の検体のうち、インフルエンザA（H1N1）の92.4％、
インフルエンザA（H3N2）の94.5％、およびインフルエンザB/ビクトリアの全6
株は、対応するワクチン成分と抗原的に類似の特徴があった。

• 今シーズンのワクチンの有効率は、インフルエンザワクチンがインフルエン
ザの感染と合併症を予防する効果としておよそ40～60％である。 P37



オーストラリア　コロナとインフルエンザの同時流行状況（2022.１～９月） 
• コロナBA.2波２つめの
ピークとインフルエンザ
の流行拡大が重なって
同時流行となっている
（約5万人+2万人/日）

• インフルエンザの感染
者数のピークとコロナ
BA.2の感染者数の底
がほぼ一致している

• コロナBA.4/5の感染拡
大とインフルエンザの
収束が同時期に進行

• むしろコロナとインフル
合わせて約5万人/日
の感染者が３～７月に
続いたことが重要

COVID-19

Australian Influenza Surveiｌlance Report 
No.14, 2022　と

Coronavirus(COVID 19) case numbers and 
statistics, Australian Government 
Department of Health and Aged Care より

ちなみに、オーストラリアでは、
・９月からマスクの緩和
・９月９日からコロナ陽性者の　
　　隔離期間短縮（７日⇒５日）
・10月14日から陽性者の隔離
　　終了（医療機関と高齢者
　　施設の従事者を除く）P38



日本　今季のインフルエンザの流行状況（10/23 第42週時点） 

P39

《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2022年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

• 2017-18シーズン、2018-19シーズンは大
きな流行があった。

• 2019-20シーズンは、2020年１月からコロ
ナの感染対策が始まったため、インフル
エンザの流行は拡大せず漸減した。

• 2020-21シーズンと、2021-22シーズンは、
明らかな流行は認められなかった。

• 2022-23シーズンも今のところ流行開始
はない。

（件数）



日本　今季のインフルエンザの流行状況（10/23時点）　【１,０００倍拡大】 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2022年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

（件数） 直近１週間は、１０６件
　大阪府 23件
　長野県  8件
　神奈川県4件
　愛知県　3件
　東京都　2件
　静岡県　1件…静岡市保健所


